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あらまし

本論文では前方後円墳データベースのための検索システムとそれにかかわる地理情報処理に

ついて述べる．最初に前方後円墳データベースを構成する主な項目について説明する．次にイ

ンターネットに接続することなくローカルマシンで有効に活用するための検索システムについ

て述べる．最後に前方後円墳に関する研究に必要と思われる地理情報処理機能について述べる．

Summary 

This paper presents an information retrieval system for the archaeological database of 

Japanese ancient tombs and its related geographical processing. First, important items (or 

attributes) of the database are illus仕ated.Second, the query expression specially designed 

for the re仕ievalsystem is presented. Finally, discussion is made on what句rpesof 

geographical information processing should be needed for archaeological studies on the 

Japanese ancient tombs. A tentative work for the geographical processing is presented as 

an example. 
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1 はじめに
前方後円墳は約 1500年前に各地の豪族た

ちの権力の象徴としてつくられた巨大な墳墓

であって，北海道・青森・秋田・沖縄を除く

43都府県に遺存している．

本研究の対象である前方後円墳データベー

スは約 5800基の古墳を収録しており，約 9
割を前方後円墳が占めている．古墳データは

1基ごとに，時代を示す“築造推定時期ぺ古

墳の形を示す“古墳形態”，古墳の大きさを示

す“7部位”，古墳の遺存している場所を示す
“都府県”，“所在地”，“緯度・軽度”などの

項目を設け各データを原簿カードに記述して

いる．データベース化にあたって，最低限必

要とされる 41項目について電子化作業を進
めている．

1995年より，本データベースはWeb上

で公開している［1,2］.しかし，現状ではす

べてのマシンがインターネットに常時接続

できる状況にあるわけではない。そこで、

Webに関係なくローカルマシンで前方後

円墳データベースを利用できる環境も依然

必要と考えられる．

ただし、データベースから所望の古墳にか

かわる情報を得るための検索をローカルマシ

ンのみで行うには， Web上でよく見られるテ

キストフィールド型の入力欄のみの検索方法

では効率がわるい．しかし，インターネット

ブラウザで扱える Web上での検索エンジン

と同様に，できる限り OSに依存しないもの

がよいと考えられる．本研究ではこうした点

を考慮した新しい Javaを用いた検索システ

ムについて述べる．

2 前方後円墳データベース

2.1 古墳データ

古墳データは参考資料［3,4,5］をもとに原簿

カード（図 1）を記入することによってデー

タの整理を行ってきた．古墳データは1基の

古墳に対して 41項目を設定している（付録

表 1）.主要項目を以下に記す．

古墳名

古墳名を漢字で記述し，またカタカナで読

みを示す．さらに将来検索システムの英語化

を見越してローマ字表記も併用する．

緯度・経度

緯度 ・経度は，各基ごとに後円部の中心の

位置をデジタイザで測定した計測値である．

図1 原簿カード

古墳形態

古墳形態は円墳や方墳などシンプルなもの

も存在するが，図2の前方後円墳，前方後方

墳，帆立貝式古墳，双方中円墳，上円下方墳

の5種を扱っている．
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前方後円墳
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図2 古墳形態

基本形状

前方後円墳の形を考えるために，その基本

形状を決定づける 7部位（図 3）が重要であ

る．それらを測定することによって築造推定



時期（表 1）の推測をすることもできる．
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表 1 築造推定時期

分類 時期

4世紀 前期

4世紀～5世紀 前期～中期への移行期
5世紀 中期

5世紀～6世紀 中期～後期への移行期
6世紀 後期

2.2 前方後円墳データベース

原簿カードをもとに電子化支援ツールを用

特－dーーヨ
a墳丘長

持一対 gいて電子化したものである．古墳データの 41

b後内部径
6後門部高 項目をそれぞれ“＃”で区切り記号としてい

c.（ぴれ部錨
Kびれ都幅 る．また， 1項目内に複数のデータを記述す

d.前方都鰭
包前方都議

図3 7部位

その他の項目

他のデータ項目として，古墳の向きを示す

“方向ぺ巨大古墳に近接する小規模な古墳で，

その巨大古墳に関連して営まれたとされる

“倍塚ぺ古墳の表面の装飾にかかわる“葺石”

や“埴輪ヘ古墳内部の“遺物”や“石室”な

どの項目が存在する．

る場合は“；”を区切り記号としている．ファ

イルは 1行（1レコード）に 1基の古墳デー

タを記述する方式でテキスト形式であり，北

海道，青森県，秋田県，沖縄県以外の 43都

府県をそれぞれ別のデータファイルとしてい

る．現在は古墳データの最終修正および点検

を行っている段階である．

27001持モリガミ；キツネヅ力相森上；弧塚州origami,_,tomb; Ki tsunezuka"tomb持Ott大阪特豊能郡
能勢町森上書芝44 tt27322位LBAtt345743持1352406幹妙見山骨帆立貝形古墳相特有骨O幹O持有林無抑
制持E隈I町南制措後期骨26相lOtt0.8持17抑制同制抑制削抑制抑制排遊佐和敏『所謂「帆立貝式
古墳」地名表』（ 1 9 8 2年）占
27002骨タジリ幹田尻骨Taji「i0tomb相聞大阪特豊能郡能勢町上田尻酉原21骨27322札μ岬345757
品1352654持妙見山科前方後円墳抑制同制幹有品無品。削持山T剤南東抑制tt29.開10.7tt2.29拡15.8持4.
19持9閥幹OttO韓O制措OttO制措Ottoる
27003持オオ力イダニポウズヤマ 2 ゴウ自大貝苔坊主山 2号制kaidanibozuyama ~2 wtomb持大貝
苔古墳群韓大阪韓豊能郡能勢町大貝谷東山 1-1特27322tt._,._.A幹345814tt1352724骨妙見山林前方
後円墳制措Otto制時有持無持OttO幹丘｜唆I頁削叩持O幹32.7持10.4時開16別枠10同抑制措OttOttO削韓OttO同長
27004持ショウグンヤマ削寺軍山幹部og叩 yama』，tombtt将軍山古墳群特大阪幹茨木市安威将軍山村2
7211札ω峨345028幹1353328特高槻相前方後円墳持O持有持O特有特有幹有特有量有幹E陵T頁品南南東持Ott前
期骨110幹48幹7骨84骨14判明帥O持Ott側諸Ott動物；土師器壷持竪穴式石室H木棺幹01
27005持シキンザ：ノ相紫金LlJttSh i k i nzan._, tαnb削韓大阪特茨木市宿久庄幹27211札.＿.Att345028持1353
253幹高槻持前方後円墳ttOtt有制措有持有持有持有持有持丘唾T則東同時前期幹1印刷OttO幹76拡O抑制削閥
的措O骨Ott円筒持竪穴式石室相木棺幹0-'
27006骨ミナミヅ力骨南塚州inamizuka._.tomb削特大阪骨茨木市宿久庄持27211札A幹345022tt13532
56骨高槻骨前方後円墳削削納品有幹有社無持有持有持E陵腹幹南削社後期的OttO防相Ott5tt0削削削幹O持O
叩持円筒H横穴式石室持組合式石棺2no~ 
27007持イシヤマ骨石山骨Ishi yama~ toll叫O韓大~＆；幹茨木市太団幹27211 札A幹345039員 1353446幹高
槻骨OttOtt有刺骨有骨有持無削船社平地骨Ott全壊林中期柿5削前社31持5tt0幹O韓4220特有骨OHO骨O骨O抑制骨01-
27010井シJ＼タ二井芝谷骨Shibataniutomb科O韓大阪特高槻市芝谷町46 9 -1 tt27207札uAtt34520
5tt1353646幹高槻持前方後円墳附抑制措有問持無削削幹E陵端持東南東叩持中期幹50幹25tt0持30ttOttO幹
OttO即時O抑制措O抑制措O; 

図4 前方後円墳データベース（大阪）の一部

75 -



3 検索システム

本論文で報告する検索システムでは都府県，

古墳形態，築造推定時期の3つを選択形式，

その他をキーワード入力形式の検索方式を採

用した．項目別の論理演算にはANDを使用

している．

3.1 選択検索

全国に対して検索項目を“古墳形態”，検索

文字を“前方後円墳”のみの単純な検索を行

った場合，膨大な該当データ数が返ってくる

ために扱いが繁雑になる．そこで各都府県別

に選択を行えるように今回はチェックボック

ス型の都府県選択形式を採用した．しかし，

複数の都府県にまたがる古墳を検索するため

には，チェックボックスのみでは扱いづらい

と思われる．そこで，該当地方すべてを検索

対象に選択する場合の手聞を省くために，地

方別のボタンを付加した．“古墳形態”と“築

造推定時期”はデータの種類の数が決まって

いるのでリスト型の選択形式を採用した．

3.2 文字検索

入力する検索文字 （キーワード）と対応し

たデータ項目に含まれているかどうかについ

てパターンマッチを行う。 1項目内で複数の

キーワードを入力できるようにし，それぞれ

の項目ごとに“必ず含む（AND）ぺ“何れか

含む（OR）”，“含まない（NOT）”の 3種類

の論理演算を行えるようにした．

図6 論理演算の選択

3.3 数値検索

7部位等の数値型の検索では，例えば

“257mの墳正長の古墳を調べたい”という

ような検索要求は稀である．大方は“10白n

以上 400m以下”のような特定の範囲や，

“20伽1以上”または“400m以下”などの

検索を行うものと想定した．そこで，それぞ

れ“100-400ぺ“200＜ヘ“400＞”と入力す

ることで数値検索を行えるようにした．

図5 起動画面
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4 検索実行例

実行例として，仁徳天皇陵を検索する．下記のキーワードを用いて検索システムの検索過程

を示す．

キーワード

都府県“大阪府”古墳形態“前方後円墳”古墳名（漢字）“天皇”墳丘長“300m以上”

図7

図8

。
有

図9
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Stepl 

都府県のチェックボック

ス“大阪”にチェックを入

れる．

Step2 

古墳形態は“前方後円墳”

推定時期には“指定しない”

をチェックし，検索項目を

“墳正長”，検索文字を

“300＜”と入力し，”検索

“ボタンを押す．

Step3 

該当する古墳がある場合

は左図のように検索結果フ

レームが表示され，該当す

る古墳の総合計と都府県別

の総合計， 1基の詳細デー

タが表示される．内容を表

示したい古墳を上部のリス

トボックスで選択する．



5 地理情報処理機能

該当する古墳データの緯度・経度が存在し

ている場合に限り，その古墳がどの場所に遺

存しているかがわかる．しかし，文字による

所在地表示のみでは視覚的に把握し難い．こ

の課題については国土地理院発行の数値地図

を用いることによって可能とした．以下，数

値地図250mメッシュ（標高）を用いた地理情

報処理機能について述べる．

5.1 数値地図

数値地図 250mメッシュ（標高）は 2万5

千分1地形図を基図にして，等高線から計算

によってメッシュの中心点の標高値が収めら

れた数値標高モデルデータ（DEM）である．日

本全土を緯度（南北）方向で7.5秒，経度（東

西）方向で 11.25秒ずつに区切り，その土地

の高さを数値で表示したものである．実距離

は約250mである.DEMの標高値は，海抜を基

準に記録されていて O.lm単位で表現されて

いる.1ファイルにつき緯度320個，経度320

個の計102,400個のデータが存在する．

5.2 地理表示

DEMを用いることにより，古墳が一体どの

ような地理状況の上に遺存しているかが視覚

的に理解しやすい表現が可能になる．まずは

2次元での地理表示に取り組む.1データを 1

ピクセル，つまり縦320ピクセル横320ピク

セルを 1ファイルとして表示する．なお，標

高値の色は一般的な地図帳と同様の配色を行

う（表2）.また， 2次元上でより立体的な表

示とするために左に隣接するデータよりも値

が低い場所を影とする．古墳を正確に表示し

ようとしても，最大で2ピクセルが限度であ

るが，逆に1ピクセルでは認識し難いので簡

易的に2x2ピクセルの点で表示する．また，

立体的表示機能としてクオータービューの地

理表示を試作する.1方向のみの表示ではな

く，“北東”J‘北西”，“南東”，“南西”からの
表示を可能とし，できる限り高さによる死角

を減らすようにする．

表2 地理表示の配色

区別 標局地（m) 色

海 -999 青

湖 0～ 水色
陸 1～20 緑

21～50 黄緑
51～100 薄い黄緑
101～200 薄い肌色
201～400 肌色
401～600 山吹色
601～1000 薄柿色
1001～1500 薄茶色
1501～2000 赤茶色
2001～3000 茶色
3000～3776 こげ茶色

例として大阪府の南部に遺存する仁徳天皇

陵の位置表示結果を示す．

図 10 地理表示（2D)

図 10では2次元での地理表示の 1例を

示したが，東京湾の平均海面をもとにした水

準原点を基準として，各地の海抜高度を測量

されているので，国土内にある湖沼は指定し

ない限り湖沼として表示されない．この例と

して滋賀県にある琵琶湖などがあげられる．

逆に水準原点よりも低い場所は海として表示

している．これは図 11でも同様である．
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図 11 地理表示（クオータービュー：南東）

5.3 地理情報処理

まず，該当古墳から半径を指定してその円

の範囲に分布する古墳を表示する円内検索が

ある．例えば，仁徳天皇陵から半径lOkm以

内に分布する古墳の表示である（図 12）.一

方、 2地点間の断面図を表示する断面表示機

能も必要である．この機能の応用として，可

視領域表示が可能である．可視領域表示とは，

入力された地点から，人が立っている状態で

見ることができる地点だけを表示する機能で

ある．

(2）検索結果の表示方法は 1基の古墳データ

のみの表示を行うので該当古墳ごとにデ

ータを比較することができない．

検索機能の強化を目指して上記の2点を今後

の課題とする．

参考URL

小津研究室

http://www.ozlab.osakac.ac.jp/ 

古墳検索エンジン

http://www.ozlab.osakac.ac.jp/cgi-bロゾkSear
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付録表1 古墳データ項目

データ項目 データのタイプ 例：仁徳天皇陵の場合

実測図番号 数値 27113 

古墳名（カタカナ） 文字 ニントクテンノウリョウ；ダイセン

古墳名（漢字） 文字 仁徳天皇陵；大仙

古墳名（ローマ字） 文字 Mausoleum of Emperor Nintoku;Daisen tomb 

古墳群 文字 百舌鳥古墳群

県名 文字 大阪

所在地 文字 堺市大仙町

所在地コード 数値 27201 

データ精度 文字 LBA 

緯度 数値 1332927 

経度 数値 343342 

1: 25000地形図 文字 堺

古墳形態 文字 前方後円墳

陪塚（有無） 文字 有

葺石（有無） 文字 有

造出（有無） 文字 有

埴輪（有無） 文字 有

遺物（有無） 文字 有

石材質（有無） 文字 有

石室（有無） 文字 有

棺（有無） 文字 不明

立地 文字 台地

方向 文字 南南西

崩壊度 文字 完存

推定時期 文字 中期

墳丘長（m) 数値 486 

前方部長（m) 数値 300 

前方部幅（m) 数値 34 

後円部径（m) 数値 244 

後円部高（m) 数値 36 

くびれ部幅（m) 数値 163 

くびれ部高（m) 数値 25 

体積 数値 不明

周濠（有無） 文字 有

築成段数 数値 不明

築成段数（前方部） 数値 4 

築成段数（後円部） 数値 4 

埴輪（備考） 文字 円筒；人；馬

石室（備考） 文字 竪穴式石室

棺 文字 不明

参考文献 文字 原島礼二「巨大古墳と倭の五王J(1981年）
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